
「予防事務質疑応答集Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」発刊にあたって 

 

近年、建築物が大規模・複合化し、更なるシティ化が展開されるなか、建築物

同士がデッキ等により接続され一体をなすなど、都市の様相も大きな変貌を遂

げつつあります。 

また、民泊、シェアハウス、レンタルオフィスなど、社会のニーズに応じ用途

や仕組みも多様化し、既往の規制や仕組みでは対応できない新たなものが出現

するとともに、消防用設備等の更なる技術革新により、今後、従来の仕様規定か

ら性能規定への流れがますます顕著になることが予想されます。 

環境に目を移すと、持続可能な社会の実現に向け世界的にも「脱炭素」が謳わ

れ、水素ステーションや急速充電設備などの整備も進んでおり、こうした社会の

変化にいかに柔軟に対応し防火対象物の安全対策を図っていくかが、昨今の消

防行政における大きな課題となってきております。 

 予防行政に関する疑義については、行政対応の統一化・効率化を目的に、従前

より「予防事務質疑応答集」として発刊してきましたが、平成５年に統合された

「予防事務質疑応答集」の発刊からは２９年が経過していることに加え、時代の

経過とともに更に４冊の別冊が発刊されていることから、この度これらを再編

集し、３冊の「予防事務質疑応答集Ⅰ～Ⅲ」として発刊することとしました。 

 本書の発刊にあたり監修いただいた東京消防庁殿に謝意を表するとともに、

絶えず変化する社会情勢のなかで、本書が火災予防上有効に活用されるよう期

待いたします。 
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